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水族館記事

◎　　7日　エンゼル熱帯魚店より、熱帯魚7種45個体と共に、トウアカクマノミ

　　（全長4～5c刎）5個体が入棺。

　　これでクマノミ類のコレクションは5種（クマノミ、ハマ、モンツキ、ハナビラ、トウ

　　アカ）と云った。

◎　　1O日　雑賀崎一本釣漁師よりヒラマサ（全長65c例、5Kg）が入棺、H水槽

　　へ収容したが、体表の「すれ」が悪化し、15．目に死亡。

　　同時に入棺したエビスダイは元気で、月末までに餌付けに成功したO

◎　　11日　これまで、餌料には主にアジの鮮魚を用い、町内の小売商より購入し

　　ていたが、小売商てば定常的在納品ができないことがたびたびあり（了ジがない

　　場合にカツオやサバで代替したり、荒天が続くと品切れになったりする）、最近

　　それが目立ってきたので、餌料の質はや＼低下するが、確実に入荷することを重

　　視して・漁業組合より冷凍小アジを購入することにした。
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◎　　1ア日　北浜地引綱よりウミテング（全長9・5・棚）一1個体が入棺し走が、体表

　　の「すれ」が甚しく、1．9日に死亡し走。

◎　　29日　上6水槽のマツダイ（昨年9月採集）ぱ、1ア。例に成長し卓上水槽

　　では狭く在ったので、B水槽へ移収した。

◎　　30日　テリー大学海洋研究所の研究船々長レジエス氏来所。

　　水族鎧の展示動物ではアカクラゲ、カブトガニ、タカアシガニを特に感心していた。

　　同研究所にも水族室があ’るが、給排水の配管にはまだ鉛管を使用している（チリ

　　一てば、まだ塩化ビニール製品は極めて高価である）とのことである。

◎　　3月の動物入手概況

　1．採集作業
」　　一　I　凹　■　■　o　　一

目　時 採集場所 方　法 人貴 主な目白勺動物

8日午後 塔　　　島 タイドフ」ル採集 1 ギン・・コイ

一 ■　凹

g日〃 南浜防波堤附近 磯採　集
1 イソギンチャク類

11日〃 動物園下磯 〃 2 巻貝、ウミウシ類

i5日〃 塔島東水道 SOUBA 2 ウミトサカ類

23日〃 江津良磯 磯　採　集 2 エビ、カニ類

』2ア日〃 円月島西側 SCUBA 2 ハナミノカサゴ

30日〃 江津良磯 磯　採　集 4 潟間帯の重職卜般

31日一〃 塔島東～かなとこ SCUBA 3 岩礁の小魚類

　　3月ば海中の景観が最もさびしい月である。

先月まで見られた・ハタタチダイ・ツノダシ等の熱帯性魚類も、ほとんど姿を消した。

　磯採集にはかなり念を入れたのにもかかわらず、春の振いのウミウシ類が意外

に少数しか採集できなかった。

　　主な採集動物名（☆印ぱ1962年4月1日以降はじめての入棺動物）

無脊椎動物：　オキクラゲ、アカクラゲ、ベニウミトサカ、オオトゲトサカ、ヨ四イイソキノチ

　ヤク、アカジマモエビ、フタミゾテッポウエビ、イソガニダマシ、ヒライソガニ、イボショウシンガ．

　二、☆ケハダヒザラガイ、☆ヒメヨウラク、イソアワモチ、ミドリアメフラシ、ヒメコノハミドリ

　ガイ、フウセニ／ウミウシ、ガーベラミノウミウシ、☆シラトリモドキ、☆ゴマフクモヒトデ。

魚類：ムギイワシ、ハタソポ、キゾセソイシモチ、ギ：／二・コイ、ウイゴソベイ、キヌバ

　リ、ホンソメワケベラ、クマノミ、ツマジロモソガラ、アミメハギ、ハナミノカサゴ。

2一購入

　　春のタイ釣りシーズンに入り、雑賀崎一本釣漁師からの入棺が増えてきたが、

漁場（白浜神的10腕、水深120皿前後）の関係で魚種（下記C印）ぱ限定され

　ている。
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　　また・この戸末より・江川のエビ漕網漁が・始まり、30。目にその才i障が入植し

　　たO

　　　主衣購入動物名

　　無脊椎動物1　ゴシキエビ、ゾウリエビ、タカアッガニ、キンチャクガイ、☆アワスダレ、

　　テナガダコ、ヒトデ、ヤツデニスナヒトデ、マボヤ。

　　魚　　類　：　スマトラ、サンタマリア、エンゼルフイッツユ、（以上淡水魚）、

　　マツカサウオ、エビスタ中イ、　Oアカアマダイ、　0チカメキントキ、☆ヒラマサ、　Oマタ｝イ、

　　ミシマオコゼ、トウアカクマノミ、Oシマフグ、Oアヤメカサゴ、Oホウボウ、0ガンゾウビ

　　ラメ、セドウシノシタ、ウミテングも

◎　　飼育概況

　　　J水槽の磯魚の白点病は、先月にひき続き、いぜん駆除できず、E水槽のエビ

　　スダイに発生したものも、慢性化の傾向にある。

　　そのほか、κ23，T－1、卜6の各槽にも発生したが、これらは早期に治療でき

　　た。

　　　この冬が暖かかったため、昨秋の採集動物をか在り多く維持できたことと、今

　　月に入って、磯採集により、潮間帯の小動物が増えたため、繰脊椎動物のコソク

　　ションば、これまでの最高（265種）を記録した。

　　　3月31日現在、飼育中の動物は、総計509種3，680個体以上で、その内訳

　　ぱ次の通り。

　　このうち、観覧水槽に飼育、展示中の動物ぱ482種3，330個体以上。

　　　　　　　　　　1個体
にドロ虫類」．～．・．．μ．・≡

l　　　　　　　　　　　　　　　　　l
lハチクラゲ類．．．！．・．．．．．亭・≡

　　　　　　　　　　26〃　1

　ヤギ類9〃55”
　ウミエラ類　1〃　　4〃

イソギ卿ク類．r、リ印”1

　イシサンゴ類13〃　83”

jツノサンゴ類一・・2”．。一一手。”

1ノナギ卿ク類．．．．！．炉．．．．撮・

1　　　　　　　　．！
1ホウキムシ類丁〃　二

「
　　I一■」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■L　　　　　　　　　　　　　　　1一’1■

　　　メン類　／種
　　　　　　　■　　　■　　　I　　　I

」ウミトサカ類。”

ゴカイ類6種　9楓俸
カブトガニ類　／〃　　2〃

1フ狩テ類．．4グ具！・

エビ類17〃232〃
シャコ類2〃　．2〃

　一　一　5ヤドカリ類12〃1ア6〃　，　　　　　　　一　　■　　■　　．　　一　　一　　　　　　　　　　一　　I　　－　　　I　　　■　　’　　1　　一

　　　　　　類4！〃　133　〃　　力　　　　一　　　　一

　　アメフフン類／6”　　37〃

　　二枚貝類．．コ？〃．4、三与〃

　　巻貝類4”．、ξ．ξコ〃

”L質イ類4” ψ11

■イ　カ　　類．．．ξ一種．．．．．，ξ．側体

タ　　コ　　類　　4〃　　12　〃

ウミシダ類．．．§．〃．．．！．書．〃

ヒトデ類8〃／38〃
クモヒトデ類．．4．〃．．．岬〃

ウニ類．ψ〃．．コ、弘〃

ナマコ類6〃　54〃

ホヤ類6〃45炉
軟骨魚類／0〃　45〃
硬骨魚類．2至1｝」！、！．亨㍗

カ　メ　類、．．う〃　、ξア〃

一53一



　　　　　　　　　　　資　　　　　　　科

1．　　3月の気象（午前9蒔観測）

　才1水槽室（水温・比重ぱκ24水槽）

上　　句 中　　旬 下　　句
】　’

晴天日数：2ア　■’山一　■ 8 8 11

室温（　句
9．O～11．2

　9．8　～14．6’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凹’　　　　　’　　　　　一

10．ア～14．0
　’　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

P0－3 11．5 12．3

水温（　。C） 12．3～15．2 13，O～14，8 i3．1～14．8
一 凹』15．O 14．2 14．1

比重（1ゴC） 25，54～26．57 25．28～25，92　　　　　0’’ 25．39～25、ア8
’■’

25．85 25．7i 25．65

才3水槽室（水温）

H水槽（　O

　上8相｛

16．0 ～22，6　　　　　20．0　　～21，0

20，3　　　　　　　20．6

13．8　　～1　511　　　　　13．ア ～15．3

1　4，6　　　　　　　　　　　　　　1　4．4

海水取入口

　　　　○水温（　O）

比重（高㍉

13．8　　～1　5．9

i4．8

25．75～25199
25．83

13．2　～15．3

1斗．6

25．29～25．89
25．ア6

13．3　　～15，3

14．6

25，53＾一25．85

25，ア5

2．　昭和39年度中の飼育動物総1数

　　本年度申に飼育した全動物は、無脊椎動物493種13、ア42個体以上、魚類

　　44ア種10－230個体、爬虫類3種151個体、合計943種24，163個体以上

　　で、その内訳は次の通りである。

山54一



カイ．メソ類　3種　28個体

ヒドロ虫類8〃／09”

ハチクラゲ類　8〃　48”

コエ．ダ類1〃　1群体

ウミトサカ類1／〃11ア”

ヤ　ギ　類1／〃／88”

ウミエラ類2〃　18”

イソギンヲ＝ヤク類13〃　2ア0個体

イシサンゴ類14〃102群体

ツノサンゴ類　2〃　　5”

ハナギンチ抄類　／〃　　14個体

クシクラゲ類　1〃　　5”

ウズムシ類　1種　　2個体

ゴカイ類／0”334〃

シャコ類5〃298個体

エビ類27”t161〃
ヤドカリ類2／”504〃

カニ類ア8”3560〃
カブトガニ類　一1”　　7〃

I一一 ﾆ1み篶一娃I一一6I》一一I一’κ一ン’．I

巻　貝　類86”t66／〃
シー…，一シ類48・342ク

ニ枚貝類41”アア6〃

イ　カ　類　9種129個体

タコ類6〃141〃
ホウキムシ類　1〃　　4〃

ウミシダ類7〃　ア1〃

ヒトデ類／3〃343〃

クモヒトデ類10〃　47〃

ウ　ニ　類24〃442〃

ナマコ類8〃／38〃

ホヤ類9〃256〃
軟骨魚類20〃196〃
硬骨魚類42ア〃／0，034ク

ミ」廻　　虫　　　葉蔓　3〃　15／　〃

　在拾、個々の種名は、日本動物園水族館協会年報・飼育動物一覧表に報告して

　あるので、本報には再録し友い0

3．昭和39年度月別飼育動物数一覧表

肩 無脊権動物 魚 類 爬 虫類 合 計

種 　　個体
Q380

種 　　個体
P426

種 ・個体

^8
種

4 225 3 425
　　個体
R824　　　　一／9ア

Q24 1402 3 ／5 4ア6 3646249

Q42

2229

Q583 240 1546 3 ／5 485 4144
7 24ア 22ア9 15ア7 3 ／7 486 38ア3

R090

Q858

236

Q358 233 ／714 1250 3 126 4ア1

9 211 ／69／ 232 1074 3 93 446

10 2「／ ！844 1502 3 42 469 3388255

Q731／ 259 2508 1637 3 32 535 4／7ア
12 246 2365 258 1437 3 31 5Q7 383ろ
／ 246 259 1404 3 29 508 3604
2 247

2／71

Q096 244 1318 28 494 3442
241 1／97

33

3 265 2457 27 509 3681

平均 240 2／93 24！

13！
39 484 き630．。
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4。昭和39年度月別み場者鉾丁覧奉

一　　　般 団　　　体 有料合計 特男■燭覧月一4

大　人 小人 大　人 小人
’

71ア83 3080 186アア 2103 95643 650
5 65655 24040 2040 925ア5 852840

S56
o1－I』

6 33ア15 15292 121 49584 4ア5
33809 2412 9892 9560 556ア3 924

59860 ／0005 6914 3325 80104 580
129688 42ア 12812 145 430ア2 342

L＾　　　　■

10 59276 448 19139 ア235 86783 685
11 6548ア 980 24926 1540 92933 5アア

12 25537 548 6889 o 329ア4 ／41
1 55－ T96 3124 6243 O 64963 ／43
2 56945 721 ／8507 220 76393 380

一　I　皿

3 ア9296 3812 28792 2889 114789 768

計 63664ア 26853 192／23 291ア8 884801 6497
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